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寒 ひ な に対 す る性 成 熟 調 整 試 験

忍 垂 紀 雄 。坂 本 光 男・ 柿 沼 成 文

(福島県養鶏詢

1ま え が き

11月 から2月 初旬頃に餌付した採卵用ひなは,自然環

境下で育成すると性成熟が促進され,初産後の卵重上昇

率が緩慢で,小卵の産卵期間が長びくばかりでなく,産
み疲れが早く来て,成鶏維●‐F(産卵率が経済的に採算が

ひきあう)期 FF5も 短かくなり,養鶏経営上経済的な影響

がきわめて大きい。

また最近の経営実態調査によれば, 210日 令ないし 2

40日令における無産鶏の出現率は,他の時期に餌付した

ものよりも厳寒期に餌付した「ひな」の方が多い (約 4

～ 5%)と一般にいわれているので,こ れらの「寒ひ
な」に対して,育成期間に光線管理および制限給餌を実

施して,性の成熟日令を調節し,その後の経済的な効果

を調査するとともにこれらの処置が無産鶏の出現率に及

ぼす影響を併せ観察するため本試験を実施したので報告

する。

2試 験 の 方 法

1 供試ひな :昭和42年 1月 9日 ふ化,全販連栃木種
鶏場生産,デカルプ 131,めす 200羽

2 試験期間 :昭和42年 1月 10日 (餌付日)よ り昭和
43年 5月 23日 まで 500日間

3 試験区は 1区 , 2区 , 3区 とし, 4区は対照区,
1区は光線管理,制限給餌実施区, 2区は光線管理, 3

区は制限給餌のみ実施区とした。羽数は各区ともそれぞ

れ50羽とした。

4 光線管理の実施方法 :育成期の光線管理は 1月 10
日から3月 21日 まで70日 FF5は 16時間 (明 るい時間)と

し,以後 3月 22日から5月 30日 まで70日 の間におおむね

2週間に20分あて減灯し, 5月 31日 の自然日長時間14時

間30分に一致するようにした。

成鶏にたいする点灯は 240日 令時以後試験終了まで照

明時間を14時間の定灯とした。

5 飼料および制限給餌の方法
飼料の給与は,餌付より28日令までC P20,TDN
69,のチックフードを使用,29日 令より63日 令までは,

C P17.T D N68の中すう用飼料,64日 令より群の産卵

が 5%に到達した日まで,C P14,T D N67の大すう用

飼料. 5%産卵より6カ 月間は,C P17,T D N66の成

鶏用マッシュ,以後試験終了までC P16,T D N68の成

鶏用マッシュを使用した。

制限給餌は,餌付後10週日 (64日令)よ り 140日 令ま

で実施し,その制限量は,全販連栃木種鶏場において調

査した同種の飽食量の25%に当る量とした。

6 その他の管理
餌付より30日 令まで金属製電熱パタリー育雛器,31日

令より 120日令まで中llL用 3 relヶ _ジ , 121日 令より試

験終了まで成鶏用単飼ケージにそれぞれ収容した。

断嘴は92日令で全群にたいして行ない,NDの予防接
種は,49, 139, 174, 303, 410日 令に l cc宛筋肉内

に注射し防疫につとめ,また鶏痘の予防接種は49日 令に

NDの予防接種と同時に実施した。
無産鶏の診断は 240日令で行なし、音1検 して確認 し

スと。

第 1表 育成期の光線管理の方法
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第 2表

0)育成率および生存率

1区=光線管理+制限給餌

2区=光線管理

3区=制限給餌

4区=対  照

3試 験 成 績

試験成績を表示すれば,第 2～ 3表のとおりである。

4考    察

1 育成率および生存率
育成率は98%か ら 100%の間に,生存率は878%から

92%の間にあっていずれも良い成績であり,光線管理 ,

制限給餌処置間には有意差は認められなかった。

2 体重の変化
光線管理のみの区は,育成期の体重,産卵期の体重に

はとんと影響を認めなかったが,63日 令体重については

他の区よりも軽い傾向がみられた。

制限給餌処置は,体重に及ぼす影響は初産日令頃まで

はきわめて強く (1%水準で有意)初産日令時体重にお

いて,制限給餌区は無処置区より 100′以上軽かった。

3 性成熟

初産日令は,無処置区に比較して,光線管理区は 21

日,制限絵餌区は 97日遅いその差は 1%水準で有意で

ぁった。また光線管理制限給餌併用区は188日 と最も遅

れ,こ の結果は両処置の加算的効果によるものと思われ

明らかに相互作用の影響もみられた。

50%産卵日令は,光線管理区は無処置の対照区に比較

して4日 ,制限給餌区は11日 ,光線管理,制限給餌併用

区は18日 とそれぞれ遅れこの差果は有意であった。

4 産卵成績

50%産卵日令から試験終了までの 500日 間の産卵率

は,光線管理,制限給餌併用区が最も優れ,707%,次

は制限給餌区の692%,光線管理区の673%,対照区の

626%で ,各区間にかなりの差があるように認められた

が続計処理を行なった結果有意差はなかった。

初産卵重および50%産卵時平均卵重は,光線管理区.

制限給餌区の方が対照区よりも重く,その差は有差であ

ったが,こ の結果は初産日令および50%産卵到達日令が

各処置によって,それぞれおくれたこヽに関連して
いる
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ものと思われる。

50%産卵日令以降試験終了までの 500日 間の平均卵重

は,光線管理,制限給餌併用区と制限給餌区が,他の区

より重くその差は有意であった。

5 飼料消費量と飼料要求率
制限給餌は,全販連 FI木種鶏場における自由採食事例

の75%量になるよう規制して給餌したが,結果的には対

照区の65.9%とかなりきつい制限量となり,餌付から 1

47日 令までの育成期間全般を通じて749～752%の制限

量となった。

制限を解除した産卵期の飼料消費量は各区間にとくに

著しい差異は認められなかったが,光線管理区,制限給

第 3表
(1)育 成 期 (餌付～147日 令)

産 卵 期 (148～500日令)

餌区が対照区に比較してや 多ゝい傾向にあ り,光線管

理,制限給餌併用区がや 少ゝない傾向を示した。

飼料要求率は,光線管理,制限給餌併用区が最も優れ

265,次は制限給餌区の282,光線管理区の279,対照

区の300であった。

6 無産鶏の出現率
240日 令時において調査した結果,無処置の対照区に

2羽出現し,剖検の結果いずれも脂肪豊と認められ,そ

の率は 41%で ,一般にいわれている4～ 5%の範囲の

出現であることを確認した。他の区には出現 しなかっ

オニ。

育成期における,光線管理,制限給餌の処置は無産鶏

飼料消費量と飼料要求率 (1羽当り)
(単位 ′)
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の出現抑ttlにかなり効果的であると思考される。

5ま  と  め

1月 ふ化の採卵用ひなを用いて,育成期間中の光線管

理,制限給餌の効果を調査したが,育成率,生存率とも

光線管理区,制限給餌区と無処置の対照区間には有意の

差は認められなかった。

体重は,光線管理によってはほとんと影響されなかっ

たが,制限給餌による影響は制限解除後もひきつづきあ

り, 500日 令においても明らかに軽かった。しかしなが

ら解除後は速やかに較差が縮む傾向を認めた。

性戊熟は,光線管理,制限給餌のいずれの処置によっ

ても遅延させられた。

50%産卵日令以後の産卵率は両処置併用区が最も良か

ったが,他区との差は有意でなかった。

平均卵重は,光線管理区,制限給餌区ではいずれも無

処置よりも明らかに大きかったが, この結果は,両処置

が性成熟を遅延させたことに関連しているものと思われ

る。

飼料要求率は,光線管理,制限給餌併用区がすぐれ,

かなりの効果があるものと思われる。
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